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〇研究成果の概要（400 字以内） 

 コロナ禍収束後に再び留学生を神戸に呼び戻すために、コロナ禍において実施可能なオンラインプログラムに

必要な５つのポイントを明らかにした。それらは、①日本語学習の準備だけでなく、留学後の生活においてもスム

ーズなスタートができるような準備を行う、②自律的な学びができるような構成にする、③留学先に関連する人・も

の・ことに関する内容が含まれる、④留学先に関連する日本語母語話者との交流・会話ができる機会を含む、⑤

共に日本語を学ぶ仲間の存在を感じることができる、の 5 点である。また「神戸」という教育リソースを活用した「留

学生を神戸に呼ぶため」のオンラインプログラムの共有を通して、日本語教育関係者のネットワークを構築し、コロ

ナ収束後を見据えた地域リソースの活用方法についてのアイデアの共有や意見交換をすることができた。 

 

 

〇研究成果の学術的意義や社会的意義（200 字以内） 
 世界的なコロナ禍により著しく留学の機会が制限される中、留学希望者の学びを止めないためにオンラインで

の学習やバーチャル留学が盛んになった。しかし日本に滞在せずしては得られない経験や学びがあることも事実

である。本研究によって留学の代替案としての急場しのぎのオンライン学習ではなく、収束後の来日へと繋がるオ

ンラインコースの効果の検証ができたこと、また実践例を提示できたことに学術的、社会的意義がある。 

 
 
１．研究開始当初の背景 

 2020 年 3 月頃から新型コロナウイルスに関わる入国制限措置により留学生が来日できなくなり、各大学の留学

プログラムや日本語学校の留学生数は激減した。一方、オンライン技術の普及により、バーチャル留学やオンラ

イン国際交流プログラムが台頭し、従来の留学のイメージが変わり始めた。オンライン学習により、学習環境が確

保され、移動の制限がある中でも国際的な交流が行われていることは評価に値するが、同時に「留学」の意義が

曖昧になってしまった。このことからコロナ収束後に、「なぜ日本に留学してまで、日本語を学ぶ必要があるのか」

と留学することを躊躇する学生が増えるという懸念が生じた。そしてそれは神戸市の留学生数の減少にも直結し、

国際性にあふれる文化交流を目指す神戸市にとっては大きな損害になることが予測された。 

 そもそもコロナ禍以前も、留学生の多くは東京をはじめとする関東圏に留学する傾向が強かった。2018 年度の

JASSO の調査（表１参照）によると、近畿圏の留学生は 52,926 人と全国の約 17 パーセントであった。さらに兵庫

県内の留学生数は 11,146 人と大阪府内の留学生数の約半分であり、京都府内の教育機関に在籍する留学生



数 13,230 人と比べても約 2 千人下回っていた。また、2019 年 5 月時点での神戸市の留学生は 4,153 人にすぎ

なかったiことを考えると、コロナ禍終息後を見据え、留学生確保のための対策を立てていく必要があると考えた。 
 

２．研究の目的 

 人類が今後しばらくコロナウィルスとの共存を余儀なくされるという見通しのもと、オンライン授業の可能性と限界

を探るとともに、現地滞在型留学ならではの日本語習得の成果を過去の留学生や教師・関係者の証言から分析

する。また、神戸の自然、歴史、文化、産業や留学生を取り巻くコミュニティーを日本語学習素材として用いたオ

ンライン留学準備コースを開発し、現地滞在型留学の地としての神戸の魅力を伝え、コロナ収束後に神戸への留

学を希望する日本語学習者の獲得を目指す。また、留学生招致のための日本語教育関係者のネットワークを創

設する。 

 
３．研究の方法 

 まずは 2020 年 8 月に行われたカナダ日本語教育振興会のオンライン共有会のラウンドテーブルにて、カナダ

から日本への留学生の送り出しを担当している教師への投票によるアンケート調査を行った。この調査は、話題

表１ 地方別・都道府県別留学生数 



提供者として出席した研究代表者と研究分担者が、Zoom の Poll 機能を用いて、その場の参加者に投票を呼び

かけるという形で行なった。 

また同時期に、カナダのビクトリア大学から甲南大学の夏季日本語集中講座に参加したことがある学生にオンラ

インによるアンケート調査を、また甲南大学国際交流センターの短期留学プログラムに参加したことがある留学生

に対してメールまたは Zoom によるインタビュー調査を行い、その結果から、オンライン留学前準備コースの目的

を定め、その開発を行なった。 

 その後、実際に甲南大学の海外協定校で日本語を学ぶ学生たちに当コースへの参加を呼びかけ、その修了

率やアンケート調査により参加者の満足度を調査した。またコース終了後に、他機関に所属する日本語教師 8

名、以前 Year-in-Japan プログラムに参加していた留学生 3 名にも、このコースのコンテンツに関するフィードバ

ックを求め、オンライン留学前準備コースの効果について検証を試みた。 

 オンライン留学前準備コースの内容に関するフィードバックでは高評価を得られたが、実際のコースの修了率が

20％と低かったこともあり、コースのさらなる改善を目指す必要性を認識した。そのため、甲南大学海外協定校で

日本語を学ぶ学生に 2020 年 12 月から 2021 年 1 月にかけて Google フォームでアンケート調査を行い、８校 69

名の学生から回答を得た。このアンケート調査では、学習者がオンラインコースで学びたいと思っているトピック・

テーマ、またどのような活動を期待しているのかを調査した。 

 以上のような取り組みとアンケート・インタビュー調査から得られた結果から、神戸への留学を希望する学生を獲

得するための日本語学習プログラム作成に関する提案を行う。またこの結果をもとにした取り組みの実践例と、コ

ロナ禍収束後の留学についての調査、情報共有のための日本語教育関係者のネットワークづくりについても述

べる。 
 
４．研究成果 

 カナダ日本語教育振興会のオンライン共有会で、コロナ禍収束後に日本への留学を希望する学生数がどうなる

と思うかという質問をしたところ、37％の参加者が「減ると思う」と答えた（図１参照）。コロナ禍において、ロックダウ

ンが行われていた中での質問であったので、先が見えず、「減ると思う」「分からない」と答える参加者が多いのは

当然の結果であったと思う。しかしそんな中でも「増えると思う」「変わらないと思う」という答えも半数近くを占めて

いた。その答えの詳細として、参加者の意見を聞くために用意したスプレッドシートに、「次年度の日本への留学

を希望している学生からの問い合わせがあった」という書き込みがあった。コロナ禍においても、日本への留学を

希望している学生がいるということは大きな励みとなった。 

過去の留学生へのインタビュー調査では、「留学経験において得られたものは何であったか」、「どのようなとき

に日本語力が伸びたと感じたか」、「日本での生活で感じたことや学んだものは何であったか」を調査したところ、

留学を経験した学生は①日本語の上達や自分の能力が日本語社会の中でどの程度のレベルに達しているか、

客観的に判断する力の獲得、②生活経験を通して得た様々なコミュニティーとの繋がりの中で予期せぬ出来事と

出会いを繰り返すことで人間的、そして日本語話者としての成長ができたと感じていることがわかった。この結果

図１ ラウンドテーブル参加者による投票結果 



に基づいて来日後の①生活のスタートをスムーズにするための準備、②日本での日本語学習の準備の 2 点を目

的としたオンライン留学準備コースの開発に取り掛かった。 

このオンライン留学準備コースは、オンラインツール Padlet を用いて動画教材と課題の配信を行った。学習者は

動画教材を見た後に課題に取り組み、日本語担当教師との予約制の個別同期クラスにて課題に関するフィード

バックを得、口頭練習を行なった。コース全体の目指すところは、学生が自ら選んだコースに自分のペースで取り

組むことができ、それによって田中他（１９９３）が述べるように、学習者が自らのニーズやレディネスについて認識

を深め、学習目標を意識化して自律的に学べるようになることである。また動画教材には、研究代表者・研究分担

者が勤務する甲南大学や、甲南大学の所在地である神戸市にまつわる人・もの・ことを教材リソースとして用いる

こととした。これは留学前から、留学環境で得られるリソースをオンラインで提供することで、日本語学習だけでな

く留学先に関する動機付けや、留学時に授業以外のリソースに目を向けられるよう準備をするという意図があっ

た。他にも、島崎他（2017）や佐々木・河合（2019）に指摘されているように、留学時の不安や異文化接触に対す

る戸惑いの軽減のために渡日前の日本語や大学・生活環境に関する情報の提供の必要性が認められるという理

由もあった。 

 生活面をサポートするコースの教材として、ゼロ初級者向けには大学や日常生活で用いる挨拶表現を練習する

動画を、既習者向けには神戸および甲南大学にゆかりのある人々へのインタビューを素材にした動画を作成し

た。日本語学習のサポートとして、ゼロ初級の学生にはひらがなとカタカナの読み方と書き方を学ぶ動画教材を、

そして既習者向けとして漢字の復習、日本語のバリエーションの説明（方言、若者ことば、敬語表現など）、和訳

の練習に特化した動画教材を作成した。それぞれの動画教材には神戸の人々や景観などを用い、神戸に留学

することの期待感や日本語の学習動機の維持・促進につなげることを目標とした。9～10 月を動画教材の作成期

間とし、全部で６コース（各コースには 5～10 回分の動画教材が含まれる）からなるオンライン留学準備コースを

完成させた（表２参照）。 

 

   生活面   言語面   

ゼロ初級者向け  ■あいさつ Greetings   

様々な場面、人との挨拶   

■ひらがな＆カタカナ   

 Hiragana & Katakana   

ひらがな・カタカナの読み方、書き方、

成り立ち、カタカナ使用のルール   

既習者  

（初中級以上）  

向け  

■会ってみたい日本の人々   

 Getting to know people in Japan   

神戸または甲南大学に関わりのある人々

のインタビュー＆留学生へのメッセージ

   

■漢字を見つけて楽しもう   

 Fun Kanji!   

神戸に見る漢字   

■いろいろな日本語   

 Variations of Japanese Language   

日常に用いられる日本語のバリエーショ

ン：方言、敬語、若者ことば等   

■和訳トレーニング   

 Working on Translation   

和訳の練習   

表２ オンライン留学前準備コース概要 

 

 「ひらがな＆カタカナ」コースでは、ひらがな・カタカナで表記された駅名や街中の看板等を読む練習に取り組

んだ。また「ひらがな＆カタカナ」コースでは六甲山や須磨の海などの神戸の景色から漢字の成り立ちを説明した



り、神戸で作られているお酒のラベルに使われている漢字を紹介したりするなど、日本語が実際にはどのような形

で街中に現れるかを実感してもらう機会を多く設けた。「会ってみたい日本の人々」では、インタビュー協力者に

自分の職業や日々の生活について話してもらった。動画の最後では、これから来日する留学生にどのような経験

をしてもらいたいかなどを伝えてもらった。「いろいろな日本語」では、甲南大学国際交流センターのスタッフをア

ニメのキャラクターに仕立て、オフィス内外での会話を通して日常会話に現れる方言、若者ことば、敬語表現など

がどのように使われるかを紹介した。 

コース登録者 10 名のうち、修了者は 2 名で修了率は 20%と低かったが、その理由は大学の通常授業との両立

が難しく、継続が困難であったことが修了者へのアンケート調査の結果から分かった。動画教材に対する評価は

とても高く、「興味深い」「留学前に大学を知ることができてよかった」という意見があげられていた。時差等に配慮

した個別同期クラスも「丁寧なフィードバックが得られることがいい」という意見があがっていた。しかし、他方で修

了率が低かったのは、他の参加学生との交流の機会がないことが原因の一つなのではないかと思われる。 

 フィードバックを求めた日本語教師と元留学生からもコース全体を通しての統一感や構成の完成度の高さを評

価するコメントがあった（森川 2021）。他にも「日本留学への憧れの火を消さない」という目的が伝わる、来日後に

大学や地域コミュニティーに参加する動機付けになるといった、コース作成の目的が明確な動画教材となってい

る点に関しても高評価を得た。ただ解説部分や課題などが難しすぎると判断する教師や、作成時にターゲットとし

ていたレベルよりも高いレベルの学生が「ちょうどいいレベル」だと判断した動画や課題もあったため、この点にお

いては改善が必要であると思われる。しかし作成時に目的の一つとして掲げていた「渡日前に大学や生活環境

に関する情報を提供する」ことは達成できた。 

 オンライン留学前準備コースの実践後、コース修了率が低かった理由を明らかにし、またさらなる改善のための

ヒントを得るため、甲南大学海外協定校で日本語を学ぶ学生に Google フォームでアンケート調査を行った。甲南

大学が提供するオンラインコースにどのようなコンテンツを希望するか、自由記述の形で答えてもらったところ以

下のような結果となった。69 名の回答の内、24 名（約 35％）が神道や方言、伝統文化などを含む「文化」に関心

があること、また 22 名（約 32％）がメールのやりとりなどを含めた日本語母語話者との交流、日常会話の練習など

「日本語を話す機会」を希望していることが分かった（表３参照）。オンライン留学前準備コースでは甲南大学や神

戸市にまつわる人・もの・ことがリソースとして用いられていたため、何らかの形で「文化」に触れることができてい

たが、「日本語を話す機会」に関しては、日本語担当教師との個別同期クラスでしか話す機会が得られなかった。

また同期型授業が個別クラスのみであったことも、修了率が低い原因として考えられる。Murphey（1998）が述べる

ように、共に学ぶ級友が模範を提示する（Near Peer Role Model）ことによって、学習者は自分なりの方法で学習

言語を話そうとするきっかけにすることができる。このことからも、できるだけ複数の学生が参加する同期型授業が

行われることが望ましいと思われる。 

 以上のことから、留学前の日本語学習者への働きかけとしてオンラインコースを提供する際に、①日本語学習

の準備だけでなく、留学後の生活においてもスムーズなスタートができるような準備を行う、②自律的な学びがで

きるような構成にする、③留学先に関連する人・もの・ことに関する内容が含まれる、④留学先に関連する日本語

母語話者との交流・会話ができる機会を含む、⑤共に日本語を学ぶ仲間の存在を感じることができる、の５つの

点に留意する必要があると結論づけられる。現在注目を浴びているオンラインのみで完結する語学学習やバー

チャル留学とは一線を画す、オンラインでの学習の先に文化圏滞在型留学が繋がっているオンラインコースには

以上のような点が含まれていることが望ましいと言えるだろう。 



 

表 3 協定校の学習者がオンラインで学びたいこと（黄色：文化、緑：会話・交流） 



 この結果をもとに、海外で日本語を学ぶ学生と日本人学生の交流の場を設けるため、またオンライン学習の効

果を検証するため、オンライン短歌ワークショップ「Kobe through TANKA」を 2021 年 2 月 28 日に実施した。これ

は神戸を題材とした短歌作成のワークショップで、アメリカ、カナダ、台湾の３カ国で日本語を学ぶ学生が日本人

学生と協働して短歌の作成にあたった。企画に賛同してくれた神戸在住の方々から短歌の題材となる写真や動

画を募り、参加学生たちにワークショップ１ヶ月前からオンラインツール Padlet を使って公開した。他にも短歌作

成に関する動画や、神戸の歴史や街に関する基本的な情報をまとめた動画教材を提示し、ワークショップ参加前

に神戸についての情報を得る機会を設けた。ワークショップ当日の進行には表 4 に示すように、個人ワークとグル

ープワークの両方のワークを設けた。 

 

活動内容 参加形態 

短歌作成の基本の復習 参加者全員 

自己紹介 参加者全員 

短歌の穴埋めワーク 個人ワーク→各グループ内で共有 

穴埋めワークの結果を全員で共有 参加者全員 

写真から短歌を作る方法の説明 参加者全員 

写真を選んでキーワードを考える グループワーク 

短歌作成のヒント 参加者全員 

短歌作成 グループワーク 

各グループの短歌を共有 参加者全員 

講師による講評 参加者全員 

表 4 ワークショップ進行表 

 

ワークショップの最後には、甲南生と参加学生を複数のグループに分け、神戸の方々に提供していただいた写

真から得た印象や、自分なりに考えたストーリーをもとに、グループで短歌作成に取り組んだ。出来上がった短歌

は、写真や動画を提供してくれた方々と SNS 上で共有した。 

事前登録があった海外の学生数は 20 名であったが、当日の参加学生数は海外学生が 10 名、日本人学生が

5 名であった。ワークショップ後のアンケート（日本人学生を含む 11 名が回答）では、全員がワークショップに満

足した、と答えていた（図２参照）。ワークショップ中のどのパートが一番楽しかったかという質問には、「グループ

図２ オンライン短歌ワークショップの満足度 



での短歌作成」と答えていた学生が 81．8％と最も多かった（図３参照）。その理由として「みんなと一緒に作るの

は楽しい」「いろいろなアイデアが出るのがいい」「助け合えるのがよかった」など、他学生との協働に関するコメン

トが記述回答１０件のうち６件であった。反対にワークショップの中で難しかったパートは、54．５％の学生が、一部

が空欄になっている短歌を読んで、どのような語彙が入るかを考える穴埋めワークであると答えた（図 4 参照）。理

由としては「難しかった」「語彙を思い付かない」など日本語力にまつわるコメントが得られた記述回答１０件中７件

であった。これはまずは入る単語を個人で考えてからグループ内で共有するという個人ワークであり、助け合うこと

ができなかったからだと思われる。以上のようなことから、やはり「交流」の機会がオンラインにおいては欠かせな

い要素であることが分かった。 

 神戸の印象についての質問には、「美しい街だと思った」「写真で見た場所にぜひ行ってみたい」「日本人学生

と話すことがよい学びとなった」という感想を述べており、4 名の学生が「いつか行きたい」「必ず行きます」と答えて

いた。神戸についての情報提供と、それを用いた短歌作成という文化的取り組み、そして日本人学生との交流と

いう要素が、有効に働いたと言えるのではないだろうか。また学生たちが作成した短歌を写真や動画を提供してく

れた神戸の方々と共有したところ、「学生さんたちのピュアな感性が表現されている」「コロナが早く収束して留学

生が来日してくれることを願う」という前向きな感想をもらえた。 

図 4 オンライン短歌ワークショップの難しかったパート 

図３ オンライン短歌ワークショップの楽しかったパート 



この研究の締めくくりとして、コロナ禍後の留学についての情報共有のための日本語教育関係者のネットワーク

づくりのため、2021 年 2 月 27 日に開催した「新しい留学プログラム in 神戸」教師研修・成果発表会と、3 月 13

日に行われた日本語教育学会関西支部集会の「交流のひろば」にてオンライン留学前準備コースを公開し、評

価とコメントを募った。地域リソースを活かした動画に関する高評価と前向きなコメントと、動画作成に関する様々

なアドバイスをいただいた。また成果発表会の事前アンケートで「地域リソースを授業で使ったことがあるか」という

問いに対して、約 35％の教師が「使用したことがない」と答えていたこともあり（図 5 参照）、参加した教師間で、そ

れぞれの教育機関での地域リソースを活用した取り組みについてアイデアを共有する時間を設けた。成果発表

会の参加者は大学で日本語を教えている教師だけでなく、日本語学校や地域の日本語教室のボランティア、海

外で日本語教育に携わっている日本語教師など多様であった。そのように多様なバックグラウンドを持つ人々と、

様々な取り組みについてのアイデアの共有や意見交換の場があったことについて、多くの参加者がとてもよかっ

たと感じていることが事後アンケートからも明らかである（図 6 参照）。 

支部集会でも成果発表会でも、コロナ禍において日本語を学ぶ学生たちの学習動機の維持や、留学したいと

いう気持ちを高めるための取り組み、また教育機関の所在地である地域や、そこに住む人々との交流を重視した

留学プログラム構築の提案ができたと思われる。 

図 5 地域リソースの使用経験 

図 6 「新しい留学プログラム in 神戸」教師研修・成果発表会の感想 



成果発表会に参加した教師の中からインタビュー調査への協力者を募り、協力者にこれまでに地域リソースを

用いた取り組みを行っていたか、行っていた場合にはその内容を、行っていなかった場合にはその理由を尋ねた。

このインタビュー調査から、地域リソースの利用には教師だけでなく、教育機関の協力が欠かせないこと、コロナ

禍収束後の滞在型留学で地域社会との交流を行う際に直面するであろう感染対策等の課題が見えてきた。また

インタビュー調査を通して、地域リソースを生かした取り組みの具体例として、フォトロゲイニングを取り入れた活動

や、ヒューマンライブラリーという手法を用いた地域住民と留学生を繋ぐ取り組みなどについて詳しく知ることがで

きた。これらの課題を活かし、作成したオンライン留学準備コースのさらなる改善、またコロナ禍収束後にはフォト

ロゲイニングやヒューマンライブラリーといった手法を生かした地域リソースの活用に向けての取り組みを考案して

いくことにする。 
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